
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サイクル 24 も未だ低調で、DXCC やアワードハントなどを楽しまれている方は、ハイバンドへの移

行を躊躇しておられるのではないでしょうか？コンディションが開けても短時間だと、タイミングを逃

したり、どのバンドを主に攻めるか悩みます。タワーが複数基あればこのようなことに悩む必要もあり

ませんが、タワー1基でHF～50MHzまで全てのバンドを常時カバーするには、アンテナ選びが重要で

す。 

タワーを有する方やタワーの建設を予定されている方が、アンテナに求める仕様は、 

 ●遥か彼方からの信号がよく聞こえ、発射する電波は力強く遥か彼方まで飛んでいく高性能性 

 ●性能や品質を犠牲にすることなく予算内の価格（使用できるまでにかかる総費用）で購入できる 

 ●アンテナを回転させても自らの敷地内に収まり、越境しない回転半径のアンテナ 

 ●十分に安全性を有した強度（強風や着雪に耐える強度を有している） 

 ●長期間品質が保たれ、メンテナンス無しでも問題なく利用できる（経年変化や故障が少ない） 

 ●1本のアンテナで多くのバンドに使用できる（マチバンド対応がなされている） 

 ●アンテナ工事業者に依頼しなくても購入者自身でアンテナ設置や保守ができる 

などだと思います。 

では、どのような組み合わせでアンテナを選び 1 基のタワーにのせれば HF～50MHz の運用が可能

になるか、筆者が考えるアンテナ選びのポイントをご紹介します。 

 

１． ７MHz帯のアンテナ選び 

 7MHz 帯はバンド幅も広がり、ほぼ年間を通じて DX や国内通信が楽しめます。秋のロングパスや

QRP 運用などを楽しむためにも打ち上げ角が低く鋭いビームアンテナを選びたいバンドです。３エレ

や 4エレのビームアンテナは良いアンテナですが大きすぎて、1基のタワーでHF～50MHzまでのマル

チバンド運用をしたい方には不向きなアンテナです。お薦めは 2エレのHB9CV型（位相給電）アンテ

ナです。高さなど設置環境により性能は異なりますが、3 エレ八木アンテナに近い性能と言われていま

す。 

7MHz用 2エレ HB9CV型アンテナを推奨する理由は 

 ●ダイポールアンテナでは聞こえない、あるいは聴き取れない信号が明瞭に聞こえます 

 ●一人でも設置可能な重量です（筆者は一人で設置しました） 

 ●フロントゲインが 6～8dbiで 3エレ八木の 9dbiに及びませんが高いゲインを有しています 

 ●設置環境にもよりますが、7000KHz～7200KHzにおいて VSWRが 1.0~2.0ぐらいに収まり、特別

な対策をしなくてもバンド全域をカバーすることができます。（対策をすれば VSWRは 1.0~1.5に

タタワワーー11 基基ででオオーールルババンンドド（（HHFF～～5500MMHHzz））をを楽楽ししむむ  

 

アアンンテテナナ選選びびののポポイインントト  
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収まります） 

ブーム長 5.1m、エレメント長 14m、耐風速 40m/Sでフルサイズに比べ 70%にエレメントが短縮され

ていますが、性能はフルサイズに匹敵しています。 

打ち上げ角は地上高 20~25ｍに設置した時、約 30度で 2000km以上の通信に有利に働きます。国内

通信の場合は、高さを 18mぐらいに下げて使うと有利です。 

比較的軽量(21kg)なこと地上高に応じて性能が変わることから、このアンテナをタワーのマストの先端

（トップ）に配置します。20mの高さにした時のビーム特性を図１に、図 2に高さ 18mの VSWR特性

を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ２エレ 7MHz HB9CV型アンテナのビーム特性 

 

図２ ２エレ 7MHz HB9CV型アンテナの VSWR特性 



 写真 1は 7MHz用 2エレ HB9CV 型アンテナを 

20mの高さに設置した時のリターンロスです。 

－50dB以上で VSWRに換算すると 1.006程度 

になります。－20dBの幅も広く且つ鋭い共振が 

写真１から読み取れます。このアンテナは、ビー 

ム特性やリターンロスの波形からも、よく飛び 

よく聞こえるアンテナだと言えます。実際に使用 

すると、このアンテナの良さが十分に伝わって 

きます。 

 

 

 

 

２． ３．５ＭＨｚ~３．８ＭＨｚ帯のアンテナ選び 

 3.5MHz~3.8MHz帯も 7MHz帯と同様にバンド幅が広がり全域をカバーできるアンテナは、EHアン

テナや磁界型ループアンテナなどです。これらはどちらも垂直偏波型アンテナとして主に利用しますが、

バーチカルやグランドプレーンに比べノイズに強く、波長に比べ小さいアンテナです。 

 これらを推薦したいと思いますが実践派の方々には、DX においても QSO を確実に成立させたいの

と、20m級のタワーを十分に生かすことができる多チャンネル式短縮型水平ロータリダイポールアンテ

ナを 3.5MHz~3.8MHz帯でお薦めします。その理由は以下の通りです。 

 ●多チャンネル式短縮型水平ロータリ・ダイポールはインターフェアに非常に強い 

 ●エレメント長が 11.9mと前項で推奨した 7MHz２エレHB9CV 型アンテナよりコンパクトである 

 ●多チャンネル式でカバーできる周波数の範囲が広い 

 ●筆者はこのアンテナでオーストラリア、北米、中米、欧州など QSOができている 

 ●エレメント長が 1/8λと短いにも関わらず、フルサイズダイポールに匹敵する強い電波が発射でき

る。 

このアンテナのエレメント重量は 6kg、耐風速も 35m/Sと頑丈な作りです。小型軽量なので高さを稼

ぐことが他のアンテナに比べ容易です。できれば高さを 1/2λぐらいに設置し、打ち上げ角をより低く

して使用できれば理想的なアンテナに近づくと思います。 

 １チャンネルでカバーできるバンド幅が狭いという Qが高いアンテナの特徴を有していますが、アン

テナチューナなどを利用し少し広げて利用することもできます。 

このアンテナは軽量であることから筆者はタワーのマストには取り付けず、7MHz用アンテナのブー

ムに取り付けています。 

 このアンテナを推奨する理由のもう 1 つに、160m バンドの受信用アンテナとして使えます。少し手

を加える必要がありますが、比較的簡単な改造でロータリ式 160mバンドの受信用アンテナとして活用

範囲が広がります。 

 

 

 

 

 

写真１ 7MHz用２エレHB9CV型アンテナ 

リターンロス特性 



図 3 は、このアンテナの各チャンネル別の VSWR 特性です。現在は拡大された周波数に対応されてい

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２は筆者宅の 3.5MHz~3.8MHz 帯アンテナで 3.5MHz から 3.8MHz までカバーできるように改造

した時の 3.6MHzにおけるリターンロスです。約－50dBの鋭い共振特性を観ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 3.5MHz~3.8MHz帯アンテナ チャンネル別 VSWR特性 

 

写真２ 3.5MHz～3.8MHz帯短縮型水平ロータリー・ダイポールのリターロス特性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 1.8MHz~1.9MHz帯のアンテナ選び 

 トップバンド(135KHz 帯が利用できるようになったので現在はそう呼ばないのかもしれない)のアン

テナ選びは難しい課題が多く、推奨したいアンテナ選びに悩みます。メーカから提供されている製品は

極僅かですし、自作するとしても 20m 高のタワーでは物足りません。20m 高のタワーを有効活用し、

比較的敷地が広い方ならスローパー・アンテナか逆 L型アンテナをお薦めします。筆者と同様に敷地が

狭い方なら、タワードライブ（シャントフィードアンテナ）をお薦めします。タワードライブ（シャン

トフィードアンテナ）の詳細は、『特選ハムのアンテナ製作集（CQ 出版社）』に詳しく記載されていま

すので参考にされると良いでしょう。 

 但し、これら垂直系のアンテナで遥か彼方からの微弱な信号を受信するには、ノイズとの戦いに勝利

せねばなりません。遥か彼方からの信号はノイズレベルよりも低く、ノイズに搔き消され自局が呼ばれ

ている信号の存在すら判らないことがあります。他のＪＡ局は聞こえて交信が成立しているのに、垂直

系のアンテナでは全くその信号が聞こえないケースも筆者宅ではよくあります。 

 強く受信できる信号のみ交信相手に選ぶのであれば、これら垂直系のアンテナで受信しても良いでし

ょうが、多くのトップバンダー達は、送信と受信のアンテナを別に用意しています。筆者も近距離の通

信には 3.5MHz用のロータリ・ダイポールを 160mバンドで使えるように改造し、遠方への送信のみタ

ワードライブ（シャントフィードアンテナ）を使っています。 

 このバンドのアンテナは超大型になるため、EH アンテナもお薦めしたいアンテナです。写真３は、

パンダマストのトップに設置されている JP1NWZ櫻田さんの 160m用 EHアンテナです。 

7MHz帯や 3.5MHz帯を自作アンテナで臨むかメーカアンテナで臨むかの選択 

 

筆者は少年時代から移り住む度に数多くのダイポールアンテナを自作し利用してきました。そして

QSO に使い十分満足していました。しかし、引越しに伴いやむを得ずメーカ提供のアンテナを使う

と筆者が作ったアンテナとの差を如実に感じました。自作アンテナの場合、多くの方が SWRメータ

やディップメータの値を参考にアンテナを追い込み調整されると思います。SWR が 1.0 にできたと

か自作アンテナの話を電波の上でよく聞きます。筆者も完成したアンテナを誰かに聞いてほしくて電

波を介してよく自慢しました。  

最近は、高性能なアンテナ・アナライザが登場し自作アンテナの調整も比較的容易になりましたが、

メーカから提供されるアンテナにはなかなか到達できません。メーカのアンテナはマニュアルに基づ

き組み立てると、給電点における電流と電圧の位相差など全く現われません。ネットワークアナラザ

でスミスチャートを描いて注意深く観察すると、自作ではなかなか辿り着けないインピーダンス特性

を有していたりします。気づかない方も多いと思いますが、ありがたい限りです。 

 自作のアンテナで、メーカのアンテナと同等の性能を追求しようとすれば、測定装置を揃えるだけ

でも資金不足に陥ります。一見、メーカのアンテナは価格が高いと思った時期もありましたが、性能

面からその価値を評価すると、決して高くはなく安いぐらいに思います。実戦派の方々が安心して無

線を楽しまれたいのであれば、メーカ提供のアンテナをお薦めします。自作派の方が、様々な工夫を

こらしその成果を楽しまれるのであれば、自作のアンテナをお薦めします。 

 無線遊びは、『アアンンテテナナにに始始ままりり、、アアンンテテナナにに終終わわるる』と強く感じる今日この頃です。メーカのア

ンテナを利用する近道もあったのに、随分遠回りをしたものだ！と自作派の筆者も強く感じておりま

す。でも、失敗の積み重ねが成功への喜びをより大きくし導いてくれることもまた事実で、どちらを

選ぶか実に悩ましい選択です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 14MHz~28MHz帯のアンテナ選び 

 7MHz帯、3.5MHz帯、1.8MHz帯のアンテナが出揃いました。これらのアンテナは太陽活動が低迷

している時期や、冬場の夜間に活躍するアンテナ群です。では、太陽活動が活発な時期や夏場に向けて

活躍するアンテナを次に選びましょう。 

14MHz 以上のバンドではビーム特性に優れ、ゲインも十分にあるマルチバンド八木アンテナをお薦

めします。コンディションが十分良くなくても各バンドで楽しめるように最低でも４エレメントで動作

し、できれば５エレメントや 6エレメントで動作するタイプをお薦めします。マルチバンドアンテナの

オプションとして、40m や 30m のダイポールを加えることができるタイプもあります。予算の関係や

どのような楽しみ方をしたいかで、オプションの選択をされると良いと思います。 

 筆者が選んだマルチバンドアンテナは、12 エレメントで構成されている 7/10/14/18/21/24/28 に使え

るアンテナです。7 と 10MHz はダイポールですが、14/18/24 は５エレメントで動作し、21/28 は 6 エ

レメントで動作します。重量が 60kg近くあり、一人でタワーに設置することは難しいアンテナですが、

入念に設計されていて手を加える所は全くありません。重量があるのでアンテナ工事業者に依頼して設

置されると安全で良いでしょう。 

 このアンテナはバンドを変えても、バンド内で周波数を変更しても、アンテナ調整作業や同軸ケーブ

ルの切り替え作業は不要で、瞬時に電波を発射することができ、Webクラスターを見ながら、DXハン

トなどするのにとても便利です。 

 筆者は、パイル状態でも比較的短時間に相手局がゲットできるこのアンテナがとてもお気に入りです。

ワークバンドのゲインも高く、ペディションの珍局とも比較的容易に交信できます。図４はこのアンテ

ナの VSWR特性です。図５はこのアンテナのビーム特性を示しています。 

 
写真３ 160Mバンド用 EHアンテナ（タワーのトップに設置） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 各バンドのＳＷＲ特性 

 

 
図５ 各バンドのビーム特性 



 

写真 4のリターンロス特性はバンド毎に詳し 

く観るべきですが、バンドワイズや共振の 

鋭さなど、このグラフからある程度の特性 

が解ります。 

垂直のビーム特性も俯角減衰量を計算するた 

めにメーカから取り寄せたのですが、紛失 

して見当たらず本記事では省略します。 

必要の応じて取り寄せてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これ以外のアンテナと言われれば、コストパフォーマンスが少し変わりますが、4 エレ 5 バンド・キ

ュービカル・クワッドや 4エレ伸縮式八木アンテナも素晴らしいアンテナだと思います。それぞれ、良

い所と悪い所がありますし、土地柄（大雪が降る、強い風が吹くなど）に応じて、最適な選択をしてく

ださい。 

写真 5は 7K2PZG（JA3LVN）出野さんの 4エレ 5バンドキュービカル・クワッドです。打ち上げ角

が低く、コンディションがフェードアウトする間際でも大丈夫だそうです。このアンテナを使ってオナ

ーロールを数年前に達成されています。強い風にあおられエレメントが切れた事もあったそうですが、

15年以上このアンテナを愛用されています。 

写真 6はオプションも装備された JA1WWB高崎さんがお使いの 4エレ伸縮式八木アンテナです。高

崎さんはオプションも加え 3.5MHzから 50MHzまで全てのバンドを 1本のアンテナでフルにカバーさ

れています。無線機と接続して自動追尾でき、アンテナ間の干渉も心配せず、フィーダも 1 本で済み、

タワーもスッキリして大満足です。高崎さんはお住まいを新しくされた機会にアンテナ設備を刷新され

ました。 

 

写真４ 各バンドのリターンロス特性 

免免許許ののククララススととアアンンテテナナ選選びび  

免許のクラスにより電波が発射できないバンドがありますが、アンテナはできればどのバンドに

も対応したものを選んでおきたいと思います。アンテナがあればワッチもできますし、クラスアッ

プし免許が届けば直ぐにそのバンドを楽しむことができます。また、アンテナが揃っているとクラ

スアップする意欲も強く湧き出ると思います。 

 最終的には全てのバンドでハイパワー運用ができるアンテナ設備を目標にされるとＦＢだと思い

ます。和文 50字／（分）や欧文 60字／（分）など昔に比べ上級実技試験も簡素化され、資格取得

に費やす勉強時間（訓練時間）も以前に比べれば少なくて済むと思います。 

 リタイアを機に上級ライセンスにチャレンジされている方もおられます。素晴らしい事だと思い

ます。夢を持ちそれを追い続け、きっと毎日楽しく過ごしておられることでしょう。アンテナ選び

のポイントを参考に、新たな目標（夢）を多くの方にご提供できればと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （7K2PZGさんのアンテナ）            (JA1WWBさんのアンテナ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ ４エレ伸縮式八木アンテナ 

 

写真５ ４エレ５バンド  

キュービカル・クワッドアンテナ 

 



５． ５０MHｚ帯のアンテナ選び 

 このバンドには夏場の Eスポに威力を発揮してくれるアンテナを選びたいと思います。高ゲインと高

強度を追求してつくられた７エレメントの八木アンテナをお薦めします。18m高に設置した時の打ち上

げ角は 6度でゲインは 14.5dbi です。よく聞こえよく飛びます。更に 2段や 2列などにする方法もあり

ますが上を望めばキリがないので、このアンテナで良しとします。DX や国内通信が十分に楽しめ、他

のアンテナサイズとのバランスもよく、設置も一人で可能だと思います。 

 このバンドにおいては、伝送路（同軸ケーブル）のロスが見逃せません。同軸ケーブルを長くする必

要がある場合、少し高価になりますがロスの少ない同軸ケーブルを使用して給電されることをお薦めし

ます。 

筆者は当初、このバンドのアンテナはなく 7MHz の 2 エレを使っていました。7MHz の 2 エレでも

50MHz はよく飛びよく聞こえるのですが、夏場のＤＸにチャレンジしたくこのアンテナを中古で購入

して設置しました。7MHzの 2エレと聞き比べると全く違う世界で、アンテナの重要性を改めて味わっ

た事を思い出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．アンテナシステムの全体構成 

 筆者がお薦めしたタワー１基で HF～50MHz まで楽しむアンテナシステムの全体を図 8 にまとめま

した。 

 

 

図６ 50MHz アンテナのビームパターン

VSWR 

図７ 50MHzアンテナの VSWR及びゲイン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5～3.8MHz用

7MHz用2EL

Front

50MHz用7EL

10MHz用

7MHz用

14MHz～28MHz用

1.8MHz用

 

図８ HF～50MHzアンテナシステム全体構成 



図 8に示す通りトップヘビーなアンテナシステムですが、四季を通じて日中帯でも夜間帯でもハムを

十分に楽しむことができます。コンテストもこのアンテナシステムで時間が許す限り参加しています。 

風速 20m／Sぐらいの風が吹くとやはり心配になります。このような時のみアンテナエレベータを降

し、タワーの中腹で強風が通り過ぎるのを待つことにしています。それと、強風によるモーメント力で

ローテータが壊れないよう保護する目的で、ローテータとマストを繋ぐボルトを少し緩めに締め、大き

な力が加わった時には、アンテナのみ空回転するようにしています。台風の時などアンテナの向きがず

れますが、風がおさまればアンテナの方向を元に戻し、タワー上部へと巻き上げて使っています。 

 

７．アンテナの干渉問題と対策 

 どのアンテナも近くに悪影響を与える金属物などがない状態で再現性が保たれるよう、設計されてい

ます。マルチバンドアンテナは、近くに金属物があっても悪影響をなるべく受けないように、エレメン

ト間の結合を強くするように作られています。近くに金属物があるゆえに全く使えなくなるアンテナは

先ず考えられません。勿論、近くに金属物など悪影響を及ぼすものが存在しない環境で利用するのが理

想的なのですが、タワーが１基だと理想論を重視するのも程々にせねばなりません。 

 アンテナ間における干渉による問題として 

 ●共振周波数が最良点から外れる 

 ●VSWRが悪化する 

 ●アンテナが不平衡に陥り、同相電流（漏洩電流）が流れる 

 ●ビームパターンに悪影響を与える（打ち上げ角が変わる、FB比などが変わる） 

など、送信アンテナとして利用する時の問題が気になります。受信にも悪影響を与えますが、その影響

は気にならない範囲です。 

 

 アンテナのブームを 90 度ずらし、なるべく干渉しないようにする方法などが本誌で過去に紹介され

ましたが、給電部を少し調整すればこれらの問題も比較的簡単に解決できます。 

 ●電圧と電流の位相差はどの程度なのか？ 

 ●リアクタンスは誘導性か（+jX）？容量性か（-jX）？リアクタンスの大きさは（Ω）？ 

 ●共振点におけるアンテナのインピーダンスは（Ω）？ 

 ●バンドワイズは？ 

などを最新式のアンテナ・アナライザで測定しアンテナの状態把握が済めば、ほぼ解決したのも同然で

す。殆どの場合、リアクタンスを打ち消すだけ（しっかりと共振させること）で干渉問題の多くが解決

できます。但し、ある方向にアンテナを向けた時のみ著しくＶＳＷＲが悪くなるようなケースの対策は、

難しい場合もあります。筆者宅では、18MHz に限ってある方向にアンテンを向けた時、なぜか同相電

流が大きく流れました。インターフェアは起きない程度なのですが、何が影響してアンバランスになる

のかよく判らず、フェライトコアーを使ってコモンモードフィルタを作成し同相電流を阻止しています。 

  

 時々干渉して SWR が悪くなりませんか？と交信中に尋ねられますが、みなさん SWR を気にされア

ンテナを複数重ねることを躊躇されているのだなぁ～と感じます。確かに、干渉に伴いリアクタンスが

生まれ、給電点における電流と電圧の位相がずれることにより、同調点や VSWR の最良点が変わりま

すが、このリアクタンスをキャンセルすれば済むことで、エレメントを一切弄らなくても適切な場所に

キャパシタンスやインダクタンスを加えれば簡単に解決できます。従って、干渉は後で解決することと



して、1 本のタワーで HF～50ＭＨｚまで大いに楽しむ計画を実行に移されることが大切だと筆者は思

います。但し、上部に他のアンテナがあると打ち上げ角が下がり、下部に他のアンテナがあると打ち上

げ角が上がるように思います。この辺りが良く判らず、シュミュレーション結果を参考にしますが、一

度検証が必要と思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タワーの選択と建設について 

 地上高が 15m を超える工作物（高さにマストも含める）は、建築基準法第 88 条第 1 項において

準用する、建築基準法第 6 条第 1 項の規定に従い、建築確認申請を事前に提出して確認済書（工作

物）を得る必要があります。クランクアップタワーのように 15m 以内の高さにクランクダウンでき

るものはその必要がありません。また、永久的ではなく一時的な工作物であれば除外の対象になるか

もしれません。筆者は、17.5ｍの三角タワーにアンテナエレベータを付けてマストも加えると 20m

の高さに達しますので、市役所の建築指導課に書類（確認申請書、配置・立面構成図、地図、アンテ

ナの構造図、構造計算書）と申請料を添えて提出し事前に建築確認を得てアンテナの建設を開始しま

した。 

 建築確認申請は有資格者でなくとも書類を記入して提出することができますが、工事完了届は１級

建築士又は 2級建築士の資格を有している方に工事管理報告書の作成をお願いしないとできません。

これから固定タワーの建設をお考えの方は、最寄りの市役所又は建築設計事務所などにご相談される

と良いと思います。筆者はこの道の素人ですと市役所の担当されている方に伝え、足しげく通い、親

切丁寧に解るよう教えて頂きました（きっと迷惑だったと思います）。申請に必要な構造計算書もメ

ーカにお願いすれば有料で提供してくださいます。書類提出後に地耐力に関して説明して下さいと市

の審査官から尋ねられた時には回答できる知識や経験もなく途方に暮れましたが、数週間経過後に

『我が家は、関東ローム層の上に建っていて 1.5m程の地下から茶褐色の層が出土していますので記

載の通りで大丈夫です。もし、盛土など関東ローム層でなければ基礎工事を再検討します。』と答え、

書類にその旨を記載して許可していただきました。タワーを建設したいがこのような手続きや費用が

心配で、躊躇されている方も多くおられるのではないかと考え、その方々のお役に立てればと思いま

す。 

タワー建設にはその他、 

 ●タワーの価格 

 ●タワーの強度 

 ●タワーの構造 

 ●必要な基礎工事 

 ●必要な電気工事 

 ●住家を引っ越す可能性（移設や撤去のことも事前に考えておく） 

などから希望事項や予算案を明確にして、家族の同意を得てから工事業者に相談されると良いでしょ

う。近隣への挨拶と工事説明には、建築確認済書を持参し説明されると効果的だと思います。 

 

筆者は年齢が嵩むにつれ、電動式の巻上機を最初から取り付けておけばよかったと後悔しておりま

す。アンテナを下げるのは問題ありませんが、総重量 150kg に近いアンテナシステムを手でクラン

クを回し巻き上げるのが大変な年齢になってきました。若い頃には日に何度も上下させましたが、い

までは 1日 1回が限界です。  

 タワーは引っ越しなどがなければ長く使い続けますが、人が経年変化することを失念して建設する

と、メンテナンスや日常の維持管理が大変になります。いつかはタワーに登れなくなる日が来ます。

アンテナ弄りを頻繁に行う方は安全のためにも昇降機（エレベータ等）を検討してください。筆者と

同じ後悔をなされませんよう、昇降機には電動式巻上機を付加されることをお薦めします。 

 20mを超える固定タワーだと建築確認時に落雷対策の記述をしておく必要があります。 



９．むすび 

 なによりコンディションの回復を期待したい所ですが、お天道様になかなか我らの願いが届かない状

況です。タワーやアンテナシステムに投資したい気持ちは強いのだが、コンディションには逆らえない

ので躊躇されておられた方も多いと思います。この時期を逆手にとり、ポジティプな考え方で将来への

楽しみを思い巡らし、その準備期間にして頂ければと思います。 

 必ずコンディションは回復します。（時期は定かではありませんが。。。）低迷しているこの時期にアン

テナシステムを見直し、本稿を参考に実践派の方又は実践派を目指そうと思っておられる方にはアンテ

ナシステムの備えをこの機会に万全にされては如何でしょうか。既にタワーを有しておられる方とこれ

からタワーをお考えの方とでは、アプローチが少し異なりますが、人生 80年時代を迎え、今後 20年以

上使い続けることができるアンテナシステムをぜひ築きあげてください。 

 一昨年 7MHz帯が拡大されたように、ハムの周辺環境が変化するかもしれませんが、素晴らしいタワ

ーで素晴らしいアンテナシステムを築きあげることは、ハムを楽しみながら大きな収穫を得る（元気で

長生きをする）畑と肥やしへの投資だと思います。植物は寒い時期に根をしっかりと大地にはり、めぐ

る季節の到来を待つそうです。我々は植物ではありませんが、この時期をどのように過ごすかで、次の

チャンスに大きく飛躍できるかどうか問われると思います。そして、多くの方々が挑戦された貴重な体

験を本誌や無線を通じて情報交換できれば益々楽しく、通信技術の向上にもきっと結びつくと思います。 

 最後に、欲張り者の筆者が今後 30 年使い続けたいアンテナシステムを写真７でご紹介し、結びとい

たします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ HF～50MHzのアンテナシステム 


